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 資料 ４  
 

第２２回長崎サミットについて（案） 
 
１．日時 
  令和２年１１月４日（水） 9：30～12：00 
２．場所 
  ホテルニュー長崎 ３階 鳳凰閣 
３．出席者 
  新型コロナウイルス感染防止のため、状況を見ながら出席者数の上限設定、事前登録を

お願いすることもある。  
４．次第 
 （１）開会あいさつ  
 （２）議事 
   ① 会議のテーマ等の提示 
   ② 意見交換 
   ③ 意見取りまとめ 
５．テーマ 
（１）今後の長崎サミット（プロジェクト）における取組の方向性 

   ① 各団体は、長崎サミット（プロジェクト）にどのような方向性をもって取り組ん 
    でいくのか 
    ○ 各団体の取組の基本的な方向性（オープンイノベーションに係るもの） 

○ 特にプロジェクトを推進するために必要な体制、支援等についての考え 
    ○ 産学官の連携、各団体の担う役割 
（２）新型コロナウイルス感染症の影響による「新しい日常」における経済振興 

   ① 県民・市民、来訪者の安全安心を確保しながら経済活動を進めるためになすべき

こと 
    ○ 検査環境の整備 
    ○ 医療体制の確保 
    ○ 感染防止対策の徹底と発信 
    ○ 「新しい日常」下での新たな観光・交流のあり方 等 
   ② 地方回帰の動き、デジタル化の動きを地域活性化に結び付けるために重点的に取 
    り組むこと 
   ③ 長崎サミットとして一体的に取り組むこと 
 
    



資料 ５ 
 

第２２回長崎サミット：議論のテーマ 
 
小川議長発言 
○ 本日の第２２回長崎サミットで議論いただく内容は２点あります。 
 
○ まず１点目は、長崎サミットの今後の運営等についてです。 

 
 ○ 長崎サミットの１０年間の総括を行った 2 月の第２０回長崎サミットにおけるトッ

プの発言を概観すると大きく２つにまとめられます。 
① 産学官の意思疎通が図られ、連携が強化されたこと。 
② 産学官連携等による具体的なプロジェクトの成果は不十分であったこと。 
 

   ２０１９年７月の「次世代プロジェクト検討委員会答申」においても、より成果につ

ながるように、プロジェクトの具体化が求められています。 
 
○ 従って、新体制においては、プロジェクトで具体的な成果を出し、地域経済の活性化

に繋げることが重要と考えていますが、そのために提案したいのは「オープンイノベー

ションの拡大」です。イノベーションは、組織を超えたオープンな連携の中から生まれ

やすいと言われます。長崎サミットでは、これまでメンバー７団体の産学官連携を強化

してきましたが、今後は、これを核にしつつ連携の範囲をさらに拡げ、大都市圏の企業

などとも協力することにより、プロジェクトの推進力を高めていければと考えています。 
 
○ 既に当地長崎でも、大学、県、市、民間が組織を超えて連携する、オープンイノベー

ション方式によるプロジェクトの推進やそのための組織づくりが行われてきています。 
 
○ 長崎サミットとしても、組織や地域の枠を越えた連携を思い切って拡大し、経済活性

化のための各種プロジェクトで成果をあげていく方針をご確認いただき、本日ここに長

崎の「オープンイノベーション宣言」ができればと考えております。運営方針の背景や

詳細は後ほど副議長から改めて説明しますが、トップの方々には、ぜひ広域連携やプロ

ジェクトの推進に向けて、リソース面を含めたご協力をぜひお願いできればと思います。 
 

○ ２点目のテーマは、新型コロナウイルス感染症への対応（コロナ禍での医療と社会経

済活動の両立）です。  



 
下田副議長 
 
○ １つ目のテーマは、長崎サミットの今後の運営方針です。まず、小川議長から提案の

あった運営方針を敷衍して説明（資料に沿って５分）。 
各団体におかれては、今後の運営方針について意見をいただくとともに、これを踏ま

えて当事者としてどのように取り組んでいくのか、議論いただければと思います。 
 

○ ２つ目のテーマは、新型コロナウイルス感染症への対応についてです。６月に開催し

た第２１回長崎サミットにおいて「コロナ禍を乗り越える」をテーマに、足元の消費拡

大等の経済対策、感染防止対策等を中心にご意見をいただき、共同メッセージを発出し

ました。 
   さらに、「新しい日常」における安全安心の確保、環境変化に強い観光、地方回帰の

動き、デジタル化等に産学官が一丸となって取り組むことなど、「ポストコロナ」も見

据えた新たな対応が必要であるとのご意見もありました。 
そこで、皆様にこの間の活動状況や、今後の活動方針をご披露いただき、サミットと

してそれらに重点的に取り組んで参りたいと思います。 
 

 


